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　震災により、がん治療継続が困難となった能登地区の患者の金沢以南の医療機関
における受入状況を把握し、今後の災害医療やがん診療体制の改善に資することを
目的とする。

薬剤部　薬剤師　田代　匠

　抗体製剤を含む抗がん剤レジメンにおいて、ソル・コーテフ注射用100mg製剤の
出荷調整に伴う治療変更が、患者の安全性及び医療経済に与えた影響を明らかにす
る。

令和６年能登半島地震後における能登地区在住がん患者の受け入れ状況に関する後
方視的調査

薬剤部　薬剤師　西山　由紀子

多施設共同の肺がん患者の腫瘍・血液検体を用いた探索的治療研究

呼吸器内科　部長　北　俊之

　肺がん診療において様々なドライバー遺伝子の発見と分子標的薬の開発、免疫
チェックポイント阻害薬の開発によって生命予後が大きく改善している一方で、臨
床現場では化学療法に不応性や耐性のがんを克服できないことが問題となってい
る。マウスを用いて抗悪性腫瘍薬の複数レジメンの治療効果、治療効果と相関のあ
る遺伝子異常・分子発現を検討する。

ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナトリウム注射液１００mg製剤の供給不足が医
療経済と有害事象に及ぼす影響：後ろ向きコホート研究


